
かながわ人づくりコラボ2013の結果概要について 

１ 趣旨   「かながわ教育ビジョン」第６章に基づき、「かながわ人づくりコラボ」

を開催し、県民との論議を通じて、推進過程を振り返り、課題解決に向けた

今後の方向性を明らかにし、人づくりにかかわる各主体との協働・連携の拡

大とともに、実効性のある教育施策に資する。 

２ テーマ  かながわの教育の未来像を考える 

～「かながわ教育ビジョン」による今後の展開と取組み～ 

３ 日 時   平成25年11月９日(土)13時30分から16時30分まで(13時00分開場) 

４ 会 場   神奈川県立神奈川総合高等学校 多目的ホール 

５ 参加者   417名 

６ 結果概要 

（１）コラボ2013～2014年度への展開 

かながわ人づくりコラボ2013の開催意義について、神奈川県教育の基本方針・教育

目標を定めた、かながわ教育ビジョンの策定過程とビジョンの内容、そしてビジョン

推進に係るかながわ人づくり推進ネットワークの役割、これまでのコラボ開催の経過

と今後の教育ビジョンの一部改定に向けて説明を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）教育論議 

   大学教授による基調提案を行い、パネリストと会場参加者のよる議論が行われた。 

  （主な意見） 

   ・先生によって指導の方法や進め方が異なるので、できる限り、どこのクラスでも

担当の先生が異なっても、同じような授業をできる限り行ってほしい。 

   ・学校教育と同様に家庭教育がとても重要である。 

   ・本県の支援教育を推進していくために、小･中･高校を通じたインクルーシブ教育

を進めていくべきである。 

   ・高校生のボランティア活動をもっと積極的に参加できるようにすべきである。 

   ・地域の中で、子どもを支える環境づくりを行っていく必要がある。 

   ・高大連携の必要性や、生徒の視点に立った授業展開を研究してもらいたい。 

・今、若手が多い学校現場ではＯＪＴが厳しい。総合教育センターを活用した教員



の研修の強化をしていくべきである。 

・高校生と地域の方々がもっと交流すべきである。 

・もっとコミュニケーション能力を高めていく必要があると思う。 

 

今後の教育論議を進めていく上で、以下の視点をまとめた。 

（学校教育の視点として） 

①学校に期待する育みたい学力 

    ②求められる交流・体験の教育活動 

      ③必要な児童・生徒への支援のあり方 

      ④期待される教職員 

      ⑤これからの学校運営と環境整備のあり方 

   （家庭教育・地域協働として） 

①家庭教育の役割と責任について考える 

    ②期待する生涯学習の取組み 

③地域協働による学校づくり（コミュニティスクール） への期待 

④スポーツ・文化芸術振興の未来像 

⑤郷土神奈川の歴史と伝統文化の未来への継承に向けて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）特別記念講演「～明日のかながわのアスリートをつくる～」 

具志堅委員長をコーディネーターとして、前半を具志堅委員長と田中選手との対談

とし、具志堅委員長から体操を始めたきっかけの問いに対して、田中選手から兄の影

響を受けて始めたのがきっかけであった。また、高校から大学に進学して体操を続け

る中で、どんな選手になりたいと思っていたかという問いに対しては、美しく、強い

体操をしたいと思っていた。ロシアのホルキナ選手のような演技を目指していた。 

また、人とのつながり、社会とのつながりの大切さについての経験についての問い

に対して、大学まで家族や周りの方から怒られたことがなかったが、大学に入ってか

ら真剣にしかってくれる先生や先輩がいて、とても新鮮であった。７年後の自分につ

いては、７年後の東京大会には、何らかの形で関わっていたい。 

後半は、白井選手も登壇し３名による対談として、主に白井選手に、具志堅委員長

から、今回の世界選手権大会を振り返っての感想を白井選手に聞くと、年齢も一番年

下であったが、先輩たちの支えがあってとても楽しかった。また、緊張もしなかった。 

 



   「健三」という名前の由来について、会場にいる白井選手のお父さんからお話があ

り、お父さんの夢の中で、体操大会の電光掲示板に「ケンゾウ シライ ジャパン」

が１位にあったことから、「健三」という名前したというお話があった。自分が目指

している選手に対しては、内村選手。７年後の2020年の自分に対しては、地元の大会

として、チームを引っ張る選手になりたい。 

   最後に田中選手からは、自分が好きで取組むことは、夢をあきらめずに取り組んで

もらいたい。白井選手からは、悩んでいることがあれば、自分だけで解決しようと思

わず、周りに人に相談して少しでも解決する方向を見つけることが大切である。 

   具志堅委員長からは、神奈川の子どもたちや若者の夢や希望がかない、オリンピッ

ク・パラリンピック東京大会を目指したトップアスリートが、ここ神奈川から多く誕

生することを念願するなどの対談を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 今後の予定 
「かながわ教育フォーラム相模原大会」 

日 時 平成25年12月７日(土)13時15分から16時30分まで(12時45分開場) 

会 場 神奈川県立相模原中等教育学校(相模原市南区相模大野4-1-1) 

テーマ 「これからの学校教育を考える」 
 

「かながわ教育フォーラム小田原大会」 

日 時 平成26年１月18日(土)13時15分から16時30分まで(12時45分開場) 

会 場 神奈川県立小田原高等学校 

テーマ 「家庭教育・地域協働を考える」 

 


